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本
ほん
書
しょ
を使
つか
われるみなさんへ

　日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

において多
た

文
ぶん

化
か

化
か

が進
すす

む中
なか

、さまざまな場
ば

で外
がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

々
びと

を受
う

け入
い

れ、接
せっ

触
しょく

し、交
こう

流
りゅう

する機
き

会
かい

は今
こん

後
ご

、ますます増
ぞう

加
か

していくことが予
よ

想
そう

されます。異
こと

なる文
ぶん

化
か

的
てき

背
はい

景
けい

の人
ひと

々
びと

と接
せっ

していく際
さい

に求
もと

められるのが、多
た

文
ぶん

化
か

を視
み

る目
め

を客
きゃっ

観
かん

的
てき

に分
ぶん

析
せき

する力
ちから

、そして、

異
こと

なる背
はい

景
けい

を持
も

つ者
もの

同
どう

士
し

が協
きょう

働
どう

的
てき

に物
もの

事
ごと

を作
つく

り上
あ

げていくために必
ひつ

要
よう

とされる対
たい

話
わ

力
りょく

であ

り、ときに起
お

こりうる摩
ま

擦
さつ

や対
たい

立
りつ

に対
たい

して、それが起
お

きた原
げん

因
いん

を見
み

定
さだ

め対
たい

応
おう

していく問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

力
りょく

です。本
ほん

書
しょ

は、こうした力
ちから

の向
こう

上
じょう

を目
め

指
ざ

した教
きょう

材
ざい

です。また、国
くに

や文
ぶん

化
か

という枠
わく

を

超
こ

えて存
そん

在
ざい

するグローバルイシューについて、文
ぶん

化
か

的
てき

差
さ

異
い

を超
こ

えて、地
ち

球
きゅう

市
し

民
みん

としての視
し

点
てん

から対
たい

話
わ

できる力
ちから

を養
やしな

うことも本
ほん

書
しょ

の大
おお

きな目
もく

的
てき

の一
ひと

つです。

　本
ほん

書
しょ

で挙
あ

げた 12 のトピックについて、自
じ

国
こく

や他
た

国
こく

の状
じょう

況
きょう

を理
り

解
かい

することに加
くわ

え、教
きょう

室
しつ

の仲
なか

間
ま

との対
たい

話
わ

、学
まな

び合
あ

いを通
とお

して「そんな見
み

方
かた

があったのか」といった、新
あたら

しい発
はっ

見
けん

が

生
う

まれることで物
もの

事
ごと

やある問
もん

題
だい

を捉
とら

える「物
もの

差
さ

し」がより多
おお

く、豊
ゆた

かになっていくことを

願
ねが

っています。正
せい

解
かい

のない問
と

いが多
おお

く含
ふく

まれていること、それも本
ほん

教
きょう

材
ざい

の特
とく

徴
ちょう

です。その

ような問
と

いに対
たい

し、皆
みな

さんは正
せい

解
かい

を探
さが

す必
ひつ

要
よう

はありません。でも、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の答
こた

えを探
さが

し

てほしいと思
おも

います。そして、それぞれの答
こた

えを教
きょう

室
しつ

の仲
なか

間
ま

と共
きょう

有
ゆう

してほしいと思
おも

います。

また、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の答
こた

えを探
さが

すために仲
なか

間
ま

と対
たい

話
わ

をしてください。そのとき大
たい

切
せつ

にしてほし

いことは、聴
き

くことです。自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを伝
つた

えること、伝
つた

える力
ちから

も大
たい

切
せつ

ですが、聴
き

くことも

また、他
た

者
しゃ

を理
り

解
かい

するために非
ひ

常
じょう

に重
じゅう

要
よう

なことだと思
おも

います。自
じ

分
ぶん

と考
かんが

えや主
しゅ

張
ちょう

が異
こと

なる

仲
なか

間
ま

の発
はつ

言
げん

もまずはしっかり受
う

け止
と

めましょう。対
たい

話
わ

を進
すす

める中
なか

で、互
たが

いの考
かんが

えや主
しゅ

張
ちょう

に

変
へん

化
か

がみられるかもしれません。第
だい

三
さん

の考
かんが

えが生
う

まれる可
か

能
のう

性
せい

もあります。

　2019 年
ねん

6 月
がつ

28 日
にち

、「日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」が公
こう

布
ふ

、施
し

行
こう

されました。こ

の法
ほう

律
りつ

では、基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

として、学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

や留
りゅう

学
がく

生
せい

、各
かく

分
ぶん

野
や

の技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

生
せい

、難
なん

民
みん

など、

さまざまな立
たち

場
ば

の在
ざい

留
りゅう

外
がい

国
こく

人
じん

らの日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を受
う

ける機
き

会
かい

を最
さい

大
だい

限
げん

確
かく

保
ほ

することを謳
うた

って

います。本
ほん

書
しょ

がそうした機
き

会
かい

を広
ひろ

げるきっかけになれば幸
さいわ

いです。

　教
きょう

室
しつ

での学
まな

びをつくり上
あ

げるのは、みなさんひとりひとりです。学
まな

びの旅
たび

が楽
たの

しいもの

になりますよう、祈
いの

っています。

2022 年
ねん

12 月
がつ

松
まつ

尾
お

　慎
しん
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各各
かくか く

ユニットのユニットの
 テーマについて テーマについて

　ユニット 1　ともに　ユニット 1　ともに歩歩
あるある

く、ともにく、ともに生生
いい

きる　きる　

みなさんは町
まち

で盲
もう

導
どう

犬
けん

を見
み

たことがありますか。盲
もう

導
どう

犬
けん

と盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザー、そして、

わたしたちがともに幸
しあわ

せに暮
く

らすためには、どのようなことが必
ひつ

要
よう

でしょうか。

　ユニット 2　100　ユニット 2　100年年
ねんねん

後後
ごご

のの青青
あおあお

いい海海
うみうみ

、、青青
あおあお

いい空空
そらそら

　　

ごみの問
もん

題
だい

について考
かんが

えましょう。ごみが増
ふ

えると、どのような問
もん

題
だい

があるでしょう

か。未
み

来
らい

の地
ち

球
きゅう

のために、「今
き ょ う

日から」できることは何
なん

ですか。

　ユニット 3　たんでぃがぁーたんでぃ　　ユニット 3　たんでぃがぁーたんでぃ　

世
せ

界
かい

にはいろいろな文
ぶん

化
か

があります。日
に

本
ほん

にもいろいろな文
ぶん

化
か

があります。いろいろ

なことば、いろいろな食
た

べ物
もの

、いろいろな行
ぎょう

事
じ

について、みんなで話
はな

しましょう。

　ユニット 4　その　ユニット 4　その日日
ひひ

のために「のために「今今
いまいま

」　」　

災
さい

害
がい

はいつ起
お

こるかわかりません。今
き ょ う

日かもしれませんし、明
あ し た

日かもしれません。自
じ

分
ぶん

を守
まも

るために、家
か

族
ぞく

や周
まわ

りの人
ひと

を守
まも

るために、今
いま

からできることを考
かんが

えてみましょう。
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　ユニット 5　カカオをつくったのはボク　　ユニット 5　カカオをつくったのはボク　

あなたが着
き

ている服
ふく

、食
た

べているものがどのようにできているか知
し

っていますか。わ

たしたちの身
み

の回
まわ

りにあるものには、児
じ

童
どう

労
ろう

働
どう

が関
かん

係
けい

しているかもしれません。児
じ

童
どう

労
ろう

働
どう

の問
もん

題
だい

について考
かんが

えてみましょう。

　ユニット 6　Every Child Has a Beautiful Name　　ユニット 6　Every Child Has a Beautiful Name　

だれもが安
あん

心
しん

、安
あん

全
ぜん

に生
い

きることができる世
せ

界
かい

をつくるために必
ひつ

要
よう

なことは、何
なん

で

しょうか。さまざまな権
けん

利
り

の大
たい

切
せつ

さについて、考
かんが

えてみましょう。

　ユニット 7　　ユニット 7　旅旅
たびたび

にに出出
でで

よう　よう　

みんなで、世
せ

界
かい

一
いっ

周
しゅう

旅
りょ

行
こう

を計
けい

画
かく

しましょう。みなさんが行
い

きたいところはどこですか。

だれと行
い

きたいですか。どのようなことがしたいですか。何
なに

が食
た

べたいですか。

　ユニット 8　　ユニット 8　小小
ちいちい

さなさな思思
おもおも

いやり　いやり　

わたしたちの周
まわ

りにはだれにでも使
つか

いやすいデザイン、モノがあります。すべての人
ひと

が使
つか

いやすいデザインだけでなく、思
おも

いやりの気
き

持
も

ちも大
たい

切
せつ

です。わたしたちにでき

ることを考
かんが

えてみましょう。
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　ユニット 9　Mottainai　　ユニット 9　Mottainai　

毎
まい

日
にち

、何
なに

を食
た

べていますか。まだ食
た

べられるものを捨
す

ててしまうことはありませんか。

食
しょく

品
ひん

ロスを減
へ

らすために、わたしたちにできることを考
かんが

えてみましょう。

　ユニット 10　あなたとわたしの　ユニット 10　あなたとわたしの健健
けんけん

康康
こうこう

　　

あなたは、こころと体
からだ

の健
けん

康
こう

のためにしていることはありますか。家
か

族
ぞく

や友
とも

だちが元
げん

気
き

がないとき、あなたならどうしますか。あなたや周
まわ

りの人
ひと

の、こころと体
からだ

の健
けん

康
こう

の

ためにできることを考
かんが

えましょう。

　ユニット 11　　ユニット 11　家家
かか

族族
ぞくぞく

をを支支
ささささ

えるえる子子
ここ

ども　ども　

家
か

族
ぞく

の介
かい

護
ご

や世
せ

話
わ

をしている子
こ

どもがいます。子
こ

どもの将
しょう

来
らい

を考
かんが

えたとき、どんなこ

とが大
たい

切
せつ

でしょうか。学
がっ

校
こう

や地
ち

域
いき

が子
こ

どものためにできることを考
かんが

えましょう。

　ユニット 12　　ユニット 12　私私
わたしわたし

、わたし、ワタシ　、わたし、ワタシ　

あなたはどんな人
ひと

ですか？と聞
き

かれたら、何
なん

と答
こた

えますか。仕
し

事
ごと

を探
さが

すときの「わた

し」と友
とも

だちと話
はな

すときの「わたし」は同
おな

じですか。履
り

歴
れき

書
しょ

や名
めい

刺
し

を使
つか

って、いろい

ろな「わたし」について話
はな

してみましょう。
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本本
ほんほ ん

書書
しょし ょ

のの使使
つかつ か

いい方方
かたか た

この本
ほん

は、この本
ほん

を使
つか

って活
かつ

動
どう

するすべての参
さん

加
か

者
しゃ

が学
まな

び合
あ

えることを願
ねが

って作
つく

られました。

「学
まな

び合
あ

い」がこの本
ほん

のキーワードになります。この本
ほん

を使
つか

った活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

する人
ひと

は、日
に

本
ほん

語
ご

を

母
ぼ

語
ご

にする人
ひと

、母
ぼ

語
ご

に準
じゅん

じて日
に

本
ほん

語
ご

を使
し

用
よう

する人
ひと

、日
に

本
ほん

語
ご

を第
だい

二
に

言
げん

語
ご

とする人
ひと

などに分
わ

けられ

るかもしれません。また、日
に

本
ほん

語
ご

の習
しゅう

熟
じゅく

度
ど

によって、日
に

本
ほん

語
ご

習
しゅう

得
とく

をサポートする人
ひと

、日
に

本
ほん

語
ご

の

習
しゅう

得
とく

を目
もく

的
てき

とする人
ひと

に分
わ

けることも可
か

能
のう

でしょう。それに伴
ともな

い日
に

本
ほん

語
ご

習
しゅう

得
とく

をサポートする人
ひと

は、

ファシリテーターやサポーターとしての役
やく

割
わり

を担
にな

うことになるかもしれません。こうした役
やく

割
わり

を否
ひ

定
てい

するものではありませんが、この本
ほん

はファシリテーターやサポーターを含
ふく

め、どのよう

な背
はい

景
けい

をもつ参
さん

加
か

者
しゃ

もできる限
かぎ

り対
たい

等
とう

に公
こう

平
へい

に「学
まな

び合
あ

い」に参
さん

加
か

できるようデザインされて

います。学
まな

び合
あ

いを促
うなが

すため、12 のユニットはさまざまなトピック、テーマで構
こう

成
せい

されていま 

す。「読
よ

みましょう」で提
てい

示
じ

されるトピックの理
り

解
かい

をきっかけに、さらに考
かんが

え、対
たい

話
わ

を重
かさ

ねる

ことで、トピックの背
はい

後
ご

にあるテーマに関
かん

して、学
まな

び合
あ

いが起
お

きることでしょう。

ファシリテーターやサポーターとしての役
やく

割
わり

を担
にな

う人
ひと

は、できる限
かぎ

り、対
たい

話
わ

を広
ひろ

げること、

つなげることを意
い

識
しき

してください。話
はなし

が広
ひろ

がったり、脱
だっ

線
せん

したりしても構
かま

いません。むしろ歓
かん

迎
げい

してください。また、「待
ま

つこと」を大
たい

切
せつ

にしてください。問
と

いかけに対
たい

し、ゆっくり考
かんが

え

て答
こた

える人
ひと

もいます。「待
ま

つこと」は実
じつ

は簡
かん

単
たん

ではなく、かなりむずかしいことですが、是
ぜ

非
ひ

、 

チャレンジしてください。その日
ひ

の活
かつ

動
どう

を終
お

えるときにすべての参
さん

加
か

者
しゃ

が「学
まな

びがあった」と

思
おも

い合
あ

えるような活
かつ

動
どう

になることを願
ねが

っています。

著
ちょ

者
しゃ

メンバーたちは、全
ぜん

員
いん

、ミャンマー出
しゅっ

身
しん

の難
なん

民
みん

的
てき

背
はい

景
けい

をもつ人
ひと

びとなどとの日
に

本
ほん

語
ご

活
かつ

動
どう

にサポーターとして参
さん

加
か

しています。活
かつ

動
どう

の内
ない

容
よう

や方
ほう

法
ほう

、理
り

念
ねん

はこの本
ほん

で示
しめ

しているものと似
に

ています。

以
い

下
か

、【アイスブレーキング】から【今
き ょ う

日のふり返
かえ

り】まで活
かつ

動
どう

の順
じゅん

序
じょ

にそって本
ほん

書
しょ

の使
つか

い

方
かた

を説
せつ

明
めい

、提
てい

案
あん

していきます。それぞれの部
ぶ

分
ぶん

の最
さい

後
ご

に、わたしたちの日
に

本
ほん

語
ご

活
かつ

動
どう

で実
じっ

際
さい

に起
お

こった学
まな

び合
あ

いやサポーターの成
せい

長
ちょう

、（サポーター以
い

外
がい

の）参
さん

加
か

者
しゃ

の思
おも

いなどが吹
ふ

き出
だ

しにして

紹
しょう

介
かい

されています。また、「まつお一
ひと

口
くち

メモ」では、編
へん

著
ちょ

者
しゃ

（まつお）自
じ

身
しん

が関
かか

わっている日
に

本
ほん

語
ご

活
かつ

動
どう

の中
なか

で大
たい

切
せつ

にしている思
おも

いや活
かつ

動
どう

におけるちょっとした工
く

夫
ふう

、学
まな

び合
あ

いを具
ぐ

現
げん

化
か

してい

る実
じっ

践
せん

例
れい

に関
かん

し述
の

べられています。

ここで「参
さん

加
か

者
しゃ

」と「サポーター」ということばについて説
せつ

明
めい

します。わたしたちは教
きょう

室
しつ

に

集
つど

う人
ひと

は、すべて参
さん

加
か

者
しゃ

であり、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

であると考
かんが

えています。サポーターは、ある局
きょく

面
めん

で日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えたり活
かつ

動
どう

をファシリテートしたりしますが、学
まな

び合
あ

いの一
いち

員
いん

として学
がく

習
しゅう

者
しゃ

でもあり、

もちろん参
さん

加
か

者
しゃ

でもあります。こうした考
かんが

えにもとづいて本
ほん

書
しょ

は作
さく

成
せい

されています。
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　アイスブレーキング�
頭
あたま

と心
こころ

を活
かっ

性
せい

化
か

し、場
ば

をあたためる「アイスブ

レーキング」は、とても大
たい

切
せつ

な活
かつ

動
どう

です。参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

が話
はな

すことで、お互
たが

いを理
り

解
かい

することにもつ

ながります。

各
かく

ユニットの「アイスブレーキング」の1は、

ちょっとしたやりとりができるようになっていま

す。各
かく

ユニットのひとつ目
め

の活
かつ

動
どう

です。初
はじ

めて活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

する方
かた

がいるときは、1の前
まえ

に「名
な

前
まえ

」

や「仕
し

事
ごと

」、「勉
べん

強
きょう

していること」などをいっしょに話
はな

してもいいですね。

「アイスブレーキング」の2以
い

降
こう

では、その日
ひ

のトピックに関
かん

連
れん

するクイズをしたり、ゲー

ムをしたりします。「読
よ

みましょう」に入
はい

る前
まえ

にトピックについて知
し

る時
じ

間
かん

です。活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

するすべての人が、同
おな

じ目
め

線
せん

で活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

できるような雰
ふん

囲
い

気
き

づくりが大
たい

切
せつ

です。

サポーターのひとこと

◦�初
はつ

参
さん

加
か

のときは、自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

で自
じ

分
ぶん

の勉
べん

強
きょう

している「国
こく

際
さい

関
かん

係
けい

」を「みんながわ

かる」ことばで説
せつ

明
めい

するのがむずかしかったです。周
まわ

りにサポートしてもらっ

たり、活
かつ

動
どう

に何
なん

度
ど

も参
さん

加
か

したりすることで、やさしく言
い

い換
か

えることができる

ようになりました！

◦�「アイスブレーキング」は、その日
ひ

のトピックの導
どう

入
にゅう

の時
じ

間
かん

であるだけで

はなく、「自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えや意
い

見
けん

を安
あん

心
しん

して聴
き

いてもらえる場
ば

所
しょ

」と互
たが

いに思
おも

える活
かつ

動
どう

になるといいなと感
かん

じています。

参加者のひとこと
  さ

んかしゃ

◦�アイスブレーキングのクイズが、毎
まい

回
かい

楽
たの

しみです！

◦�わたしはコンビニで仕
し

事
ごと

をしているので、「売
う

れ筋
すじ

商
しょう

品
ひん

ランキングクイズ」では、

全
ぜん

問
もん

正
せい

解
かい

でした！

1

 ともに歩
あ る

く、 

 ともに生
い

きる 

ユニット

11

1	 	あなたは、動
どう
物
ぶつ
を飼

か
ったことがありますか。どんな動

どう
物
ぶつ
を飼

か
ってみたいと思

おも
いますか。

2	 盲
もう
導
どう
犬
けん
について、知

し
りましょう。

	 	①	この動
どう
物
ぶつ
は、どんな仕

し
事
ごと
をすると思

おも
いますか。

Ⓐ Ⓑ Ⓒ

	 	②	映
えい
像
ぞう
を見

み
ましょう。

	 　	サポートサイトに載
の
っている映

えい
像
ぞう
を見

み
ましょう。

3	 クイズをしましょう。

	 	①		どうして、点
てん
字
じ
ブロックは黄

き
色
いろ
が多
おお
いと思

おも
いますか。

	 ②		日
に
本
ほん
には、視

し
覚
かく
障
しょう
害
がい
のある人

ひと
も読

よ
むことができる

	 　	本
ほん
があります。どのような本

ほん
だと思

おも
いますか。

	 ③		この人
ひと
は、どのようなメッセージを伝

つた
えていると思

おも
いますか。
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　読
よ

みましょう / 今
き ょ う

日のことば�
「読

よ
みましょう」では、各

かく
ユニットのテーマや

トピックに関
かん

する文
ぶん

章
しょう

を参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

で読
よ

みます。

内
ない

容
よう

を確
かく

認
にん

しながら、テーマやトピックについて

理
り

解
かい

を深
ふか

めましょう。

「今
き ょ う

日のことば」では、理
り

解
かい

を深
ふか

めるためのキー

ワードとなる語
ご

彙
い

を取
と

り上
あ

げています。「読
よ

みま

しょう」を読
よ

みながら、語
ご

彙
い

の意
い

味
み

を確
かく

認
にん

しましょ

う。

参
さん

加
か

者
しゃ

のようすをみて、「今
き ょ う

日のことば」には

載
の

っていないけれど必
ひつ

要
よう

なことばを取
と

り上
あ

げても

いいです。あなたの教
きょう

室
しつ

に合
あ

わせて、自
じ

由
ゆう

に活
かつ

動
どう

をデザインしてみてください。

サポーターのひとこと

◦�語
ご

彙
い

の説
せつ

明
めい

をするときは、どのことばをどこまで説
せつ

明
めい

するか、参
さん

加
か

者
しゃ

のようす

をみながら調
ちょう

整
せい

しています。なかなかむずかしいことですが、回
かい

数
すう

を重
かさ

ねるこ

とでだんだんできるようになってきました。

◦�パワーポイントや映
えい

像
ぞう

を見
み

せる際
さい

、すべての参
さん

加
か

者
しゃ

にしっかり見
み

えているかど

うか意
い

識
しき

しながら活
かつ

動
どう

しています。座
すわ

る位
い

置
ち

、画
が

面
めん

の角
かく

度
ど

によって見
み

えやすさ

が違
ちが

ってきます。現
げん

在
ざい

も特
とっ

訓
くん

中
ちゅう

！

参加者のひとこと
  さ

んかしゃ

◦�最
さい

近
きん

のニュースや新
あたら

しいことば、よく聞
き

くけれど意
い

味
み

があまりわからなかった

ことばを、活
かつ

動
どう

で勉
べん

強
きょう

することができました。

◦�わたしはもう 5年
ねん

くらい活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

しています。初
はつ

参
さん

加
か

の人
ひと

がいるときは、ビ

ルマ語
ご

（ミャンマー語
ご

）や英
えい

語
ご

を使
つか

いながらサポートをしています。

2 3

今
きょう
日の活

かつ
動
どう
は、どうでしたか。

一
ひとり
人ずつ、自

じ
由
ゆう
に、感

かん
じたこと、考

かんが
えたことを話

はな
してください。

1	 	町
まち
の絵

え
を見

み
て、考

かんが
えましょう。

	 ①	町
まち
で困

こま
っている人

ひと
を見

み
つけましょう。

	 ②	どのようなことに困
こま
っているか、考

かんが
えましょう。

	 ③	あなたはこの町
まち
を歩

ある
いています。あなたなら、どうしますか。考

かんが
えてみましょう。

2	 	こんなとき、あなたはどうしますか。それはどうしてですか。理
り
由
ゆう
も話
はな
しましょう。

あなたの友
とも
だちのヒロさんは、盲

もう
導
どう
犬
けん
ユーザーです。ある日

ひ
、あなたはヒロ

さんと食
しょく
事
じ
をしていました。するとヒロさんは急

きゅう
にお腹

なか
が痛

いた
くなってしまいま

した。あなたは、ヒロさんと盲
もう
導
どう
犬
けん
と病

びょう
院
いん
へ行

い
きました。しかし、病

びょう
院
いん
の受
うけ
付
つけ
で、

「盲
もう
導
どう
犬
けん
は病

びょう
院
いん
に入

はい
ることができません」と言

い
われました。ヒロさんは盲

もう
導
どう
犬
けん

と病
びょう
院
いん
に入

はい
りたいです。あなたなら、どうしますか。

　クイールは、渡
わた

辺
なべ

さんと生
せい

活
かつ

している盲
もう

導
どう

犬
けん

です。渡
わた

辺
なべ

さんとクイールは、バスで

仕
し

事
ごと

へ行
い

くときも、買
か

い物
もの

へ行
い

くときもいっしょです。渡
わた

辺
なべ

さんは、「クイールは、

ただ道
みち

を教
おし

えるだけではなく、いっしょにいるだけで気
き

持
も

ちを明
あか

るくしてくれる友
とも

だち

です *」と言
い

っています。盲
もう

導
どう

犬
けん

と盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーは、「パートナー」としてともに

支
ささ

え合
あ

っているのです。

　法
ほう

律
りつ

では、盲
もう

導
どう

犬
けん

は、パートナーと施
し

設
せつ

に入
はい

ったり電
でん

車
しゃ

に乗
の

ったりすることができる

と決
き

まっています。しかし日
に

本
ほん

では、盲
もう

導
どう

犬
けん

の「受
う

け入
い

れ拒
きょ

否
ひ

」が大
おお

きな問
もん

題
だい

になって

います。2020年
ねん

の調
ちょう

査
さ

によると、盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーの半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

が、1年
ねん

の間
あいだ

に「受
う

け入
い

れ

拒
きょ

否
ひ

」されました。

　同
おな

じ社
しゃ

会
かい

に生
い

きるすべての人
ひと

が、盲
もう

導
どう

犬
けん

や盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーのことを理
り

解
かい

することが

大
たい

切
せつ

です。盲
もう

導
どう

犬
けん

と盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザー、そして、わたしたちがともに幸
しあわ

せに生
せい

活
かつ

するため

には、どのようなことが必
ひつ

要
よう

でしょうか。

*公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

関
かん

西
さい

盲
もう

導
どう

犬
けん

協
きょう

会
かい

ウェブサイト「盲
もう

導
どう

犬
けん

の一
いっ

生
しょう

」を参
さん

考
こう

に作
さん

成
せい

1	 	渡
わた
辺
なべ
さんは、クイールのことをどのように言

い
っていますか。

2	 	どのような場
ば
所
しょ
で、盲

もう
導
どう
犬
けん
の「受

う
け入

い
れ拒
きょ
否
ひ
」があると思

おも
いますか。

3	 	盲
もう
導
どう
犬
けん
とわたしたちがともに幸

しあわ
せに生

せい
活
かつ
するためには、どのようなことが必

ひつ
要
よう
だと

	 思
おも
いますか。

盲
もう
導
どう
犬
けん
｜ いっしょ［いっしょに］｜ 教

おし
える ｜ 明

あか
るく［明

あか
るい］｜ パートナー

ともに ｜ 支
ささ
え合

あ
う ｜ 法

ほう
律
りつ
｜ 施

し
設
せつ
｜ 受

う
け入

い
れ拒
きょ
否
ひ
｜ 調

ちょう
査
さ
｜ 盲

もう
導
どう
犬
けん
ユーザー

半
はん
分
ぶん
｜ 以

い
上
じょう
｜ 社

しゃ
会
かい
｜ 理

り
解
かい
する ｜ 〜が必

ひつ
要
よう



x

【読
よ

みましょう】の文
ぶん

章
しょう

の音
おん

読
どく

に関
かん

しては、いろいろな進
すす

め方
かた

があると思
おも

います。最
さい

初
しょ

に、

サポーターのだれかが全
ぜん

文
ぶん

を音
おん

読
どく

する進
すす

め方
かた

もあります。また、段
だん

落
らく

ごとや一
いち

文
ぶん

ごとに交
こう

代
たい

で音
おん

読
どく

してみる進
すす

め方
かた

もあります。また、全
ぜん

文
ぶん

の理
り

解
かい

を終
お

えたあとに、全
ぜん

員
いん

で一
いっ

斉
せい

に音
おん

読
どく

してもいいでしょうし、しなくてもいいと思
おも

います。その判
はん

断
だん

をその場
ば

その場
ば

でするこ

ともあります。いずれにしても、参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

が音
おん

読
どく

のペースについていけているかどうか、

視
し

野
や

を広
ひろ

くして、ひとりも取
と

り残
のこ

されない活
かつ

動
どう

にしていきたいと思
おも

って活
かつ

動
どう

し

ています。

まつお一口メモ
ひとくち

【今
き ょ う

日のことば】の説
せつ

明
めい

の方
ほう

法
ほう

はさまざまでしょう。パワーポイントなどを使
つか

って、視
し

覚
かく

的
てき

に示
しめ

す方
ほう

法
ほう

もあるでしょうし、ことばだけで説
せつ

明
めい

する方
ほう

法
ほう

もあるでしょう。しっかり理
り

解
かい

できるように、できる限
かぎ

り身
み

近
ぢか

な話
わ

題
だい

の中
なか

での例
れい

文
ぶん

をいくつか提
てい

示
じ

してみるのもいいと

思
おも

います。「わかりましたか？」と尋
たず

ねてもいいですが、理
り

解
かい

を確
かく

認
にん

するために、

何
なに

か質
しつ

問
もん

してみてもいいと思
おも

います。

まつお一口メモ
ひとくち
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　考
かんが

えましょう 話
は な

しましょう�
「読

よ
みましょう」の内

ない
容
よう

理
り

解
かい

を深
ふか

めるための問
と

いです。問
と

いにはふたつ種
しゅ

類
るい

があります。ひとつ

は、「読
よ

みましょう」本
ほん

文
ぶん

の中
なか

から答
こた

えを見
み

つけ

る問
と

いです。もうひとつは、本
ほん

文
ぶん

の中
なか

から答
こた

えを

見
み

つけるのではなく、参
さん

加
か

者
しゃ

が自
じ

由
ゆう

に考
かんが

えたり、

メインテーマについて自
じ

分
ぶん

の知
し

っていることを話
はな

し合
あ

ったりする問
と

いです。

本
ほん

文
ぶん

を読
よ

むだけではなく、ここで参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

で

話
はな

し合
あ

って理
り

解
かい

を深
ふか

めましょう。

サポーターのひとこと

◦�グループワークでは聴
き

くことに専
せん

念
ねん

していた Kさん。全
ぜん

体
たい

共
きょう

有
ゆう

のときは、他
ほか

の

グループの意
い

見
けん

も聴
き

いた上
うえ

で、自
じ

分
ぶん

から、自
じ

分
ぶん

のことばで話
はなし

をしていました。

無
む

理
り

に話
はな

してもらうのではなく、待
ま

つことで、参
さん

加
か

者
しゃ

の語
かた

りを引
ひ

き出
だ

せること

もあります。

参加者のひとこと
  さ

んかしゃ

◦�グループで話
はな

したことをみんなの前
まえ

で発
はっ

表
ぴょう

しました。みんなが聴
き

いてくれて、

うれしかったです。

2 3

今
きょう
日の活

かつ
動
どう
は、どうでしたか。

一
ひとり
人ずつ、自

じ
由
ゆう
に、感

かん
じたこと、考

かんが
えたことを話

はな
してください。

1	 	町
まち
の絵

え
を見

み
て、考

かんが
えましょう。

	 ①	町
まち
で困

こま
っている人

ひと
を見

み
つけましょう。

	 ②	どのようなことに困
こま
っているか、考

かんが
えましょう。

	 ③	あなたはこの町
まち
を歩

ある
いています。あなたなら、どうしますか。考

かんが
えてみましょう。

2	 	こんなとき、あなたはどうしますか。それはどうしてですか。理
り
由
ゆう
も話
はな
しましょう。

あなたの友
とも
だちのヒロさんは、盲

もう
導
どう
犬
けん
ユーザーです。ある日

ひ
、あなたはヒロ

さんと食
しょく
事
じ
をしていました。するとヒロさんは急

きゅう
にお腹

なか
が痛

いた
くなってしまいま

した。あなたは、ヒロさんと盲
もう
導
どう
犬
けん
と病

びょう
院
いん
へ行

い
きました。しかし、病

びょう
院
いん
の受
うけ
付
つけ
で、

「盲
もう
導
どう
犬
けん
は病

びょう
院
いん
に入

はい
ることができません」と言

い
われました。ヒロさんは盲

もう
導
どう
犬
けん

と病
びょう
院
いん
に入

はい
りたいです。あなたなら、どうしますか。

　クイールは、渡
わた

辺
なべ

さんと生
せい

活
かつ

している盲
もう

導
どう

犬
けん

です。渡
わた

辺
なべ

さんとクイールは、バスで

仕
し

事
ごと

へ行
い

くときも、買
か

い物
もの

へ行
い

くときもいっしょです。渡
わた

辺
なべ

さんは、「クイールは、

ただ道
みち

を教
おし

えるだけではなく、いっしょにいるだけで気
き

持
も

ちを明
あか

るくしてくれる友
とも

だち

です *」と言
い

っています。盲
もう

導
どう

犬
けん

と盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーは、「パートナー」としてともに

支
ささ

え合
あ

っているのです。

　法
ほう

律
りつ

では、盲
もう

導
どう

犬
けん

は、パートナーと施
し

設
せつ

に入
はい

ったり電
でん

車
しゃ

に乗
の

ったりすることができる

と決
き

まっています。しかし日
に

本
ほん

では、盲
もう

導
どう

犬
けん

の「受
う

け入
い

れ拒
きょ

否
ひ

」が大
おお

きな問
もん

題
だい

になって

います。2020年
ねん

の調
ちょう

査
さ

によると、盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーの半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

が、1年
ねん

の間
あいだ

に「受
う

け入
い

れ

拒
きょ

否
ひ

」されました。

　同
おな

じ社
しゃ

会
かい

に生
い

きるすべての人
ひと

が、盲
もう

導
どう

犬
けん

や盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーのことを理
り

解
かい

することが

大
たい

切
せつ

です。盲
もう

導
どう

犬
けん

と盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザー、そして、わたしたちがともに幸
しあわ

せに生
せい

活
かつ

するため

には、どのようなことが必
ひつ

要
よう

でしょうか。

*公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

関
かん

西
さい

盲
もう

導
どう

犬
けん

協
きょう

会
かい

ウェブサイト「盲
もう

導
どう

犬
けん

の一
いっ

生
しょう

」を参
さん

考
こう

に作
さん

成
せい

1	 	渡
わた
辺
なべ
さんは、クイールのことをどのように言

い
っていますか。

2	 	どのような場
ば
所
しょ
で、盲

もう
導
どう
犬
けん
の「受

う
け入

い
れ拒
きょ
否
ひ
」があると思

おも
いますか。

3	 	盲
もう
導
どう
犬
けん
とわたしたちがともに幸

しあわ
せに生

せい
活
かつ
するためには、どのようなことが必

ひつ
要
よう
だと

	 思
おも
いますか。

盲
もう
導
どう
犬
けん
｜ いっしょ［いっしょに］｜ 教

おし
える ｜ 明

あか
るく［明

あか
るい］｜ パートナー

ともに ｜ 支
ささ
え合

あ
う ｜ 法

ほう
律
りつ
｜ 施

し
設
せつ
｜ 受

う
け入

い
れ拒
きょ
否
ひ
｜ 調

ちょう
査
さ
｜ 盲

もう
導
どう
犬
けん
ユーザー

半
はん
分
ぶん
｜ 以

い
上
じょう
｜ 社

しゃ
会
かい
｜ 理

り
解
かい
する ｜ 〜が必

ひつ
要
よう

【考
かんが

えましょう 話
はな

しましょう】の進
すす

め方
かた

ですが、グループ活
かつ

動
どう

にしてもいいですし、問
と

いに

よっては全
ぜん

員
いん

で考
かんが

えてみてもいいでしょう。その場
ば

に合
あ

った進
すす

め方
かた

を選
えら

んでください。グ

ループ活
かつ

動
どう

の中
なか

で、サポーターは参
さん

加
か

者
しゃ

間
かん

の対
たい

話
わ

を促
うなが

すために、聴
き

くこと、待
ま

つことを大
たい

切
せつ

にできたらいいと思
おも

います。サポーター自
じ

身
しん

も自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを伝
つた

えることで学
まな

び合
あ

いが促
そく

進
しん

さ

れるでしょう。グループ活
かつ

動
どう

のあとの全
ぜん

体
たい

共
きょう

有
ゆう

では、だれが発
はっ

表
ぴょう

しても構
かま

いません。また、

発
はっ

表
ぴょう

するときにホワイトボードなどにポイントを書
か

き、見
み

せながら発
はっ

表
ぴょう

すると、

発
はっ

表
ぴょう

しやすく、また、聴
き

いている人
ひと

にもわかりやすくなることがあります。

まつお一口メモ
ひとくち
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　学
まな

び合
あ

いましょう�
「読

よ
みましょう」に関

かん
連
れん

のあることについて、

参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

で学
まな

び合
あ

います。学
まな

び合
あ

う方
ほう

法
ほう

は各
かく

ユ

ニットによってさまざまです。例
たと

えば、児
じ

童
どう

労
ろう

働
どう

に関
かん

する映
えい

像
ぞう

を見
み

て、感
かん

じたことを話
はな

し合
あ

ったり、

ごみを減
へ

らす方
ほう

法
ほう

を大
たい

切
せつ

だと思
おも

う順
じゅん

番
ばん

に並
なら

べ替
か

え

たり、町
まち

で困
こま

っている人
ひと

がいたらどうするかを考
かんが

えたりする活
かつ

動
どう

があります。また、参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

で

世
せ

界
かい

地
ち

図
ず

をかき、その世
せ

界
かい

地
ち

図
ず

を使
つか

って世
せ

界
かい

旅
りょ

行
こう

の計
けい

画
かく

を考
かんが

えるというお楽
たの

しみ系
けい

の活
かつ

動
どう

もありま

す。

どのような活
かつ

動
どう

であっても、対
たい

話
わ

を通
とお

して、と

もに学
まな

び合
あ

う姿
し

勢
せい

を大
たい

切
せつ

にしましょう。対
たい

話
わ

をすることで、多
おお

くの学
まな

びが得
え

られます。ここで

の学
まな

びが、参
さん

加
か

者
しゃ

ひとりひとりの何
なに

かを変
か

えるきっかけになるかもしれません。

サポーターのひとこと

◦�フードロスについての活
かつ

動
どう

（参
さん

考
こう

：ユニット 9）では、さまざまな国
くに

や地
ち

域
いき

で

のフードロスを減
へ

らすための取
と

り組
く

みを話
はな

しました。「ミャンマーでは米
こめ

のと

ぎ汁
じる

で漬
つけ

物
もの

を作
つく

る」など、あまり馴
な

染
じ

みのない取
と

り組
く

みについても知
し

ることが

できました。

◦�ヤングケアラーについて学
まな

んだ回
かい

（参
さん

考
こう

：ユニット 11）では、「日
に

本
ほん

人
じん

はこう

いう人
ひと

のことをよく『かわいそう』と言
い

うけれど、それで人
じん

生
せい

が終
お

わりだとは

思
おも

わない。自
じ

分
ぶん

を信
しん

じて頑
がん

張
ば

れば、よくなると思
おも

う」という意
い

見
けん

が出
で

ました。

このことばを聴
き

いて、新
あら

たな視
し

点
てん

を得
え

ることができました。

参加者のひとこと
  さ

んかしゃ

◦�キッチンカーのメニューを考
かんが

えました。わたしの知
し

らない料
りょう

理
り

がたくさんあっ

て、「これはどんな料
りょう

理
り

ですか？」など、みんなで話
はな

すのが楽
たの

しかったです。

2 3

今
きょう
日の活

かつ
動
どう
は、どうでしたか。

一
ひとり
人ずつ、自

じ
由
ゆう
に、感

かん
じたこと、考

かんが
えたことを話

はな
してください。

1	 	町
まち
の絵

え
を見

み
て、考

かんが
えましょう。

	 ①	町
まち
で困

こま
っている人

ひと
を見

み
つけましょう。

	 ②	どのようなことに困
こま
っているか、考

かんが
えましょう。

	 ③	あなたはこの町
まち
を歩

ある
いています。あなたなら、どうしますか。考

かんが
えてみましょう。

2	 	こんなとき、あなたはどうしますか。それはどうしてですか。理
り
由
ゆう
も話
はな
しましょう。

あなたの友
とも
だちのヒロさんは、盲

もう
導
どう
犬
けん
ユーザーです。ある日

ひ
、あなたはヒロ

さんと食
しょく
事
じ
をしていました。するとヒロさんは急

きゅう
にお腹

なか
が痛

いた
くなってしまいま

した。あなたは、ヒロさんと盲
もう
導
どう
犬
けん
と病

びょう
院
いん
へ行

い
きました。しかし、病

びょう
院
いん
の受
うけ
付
つけ
で、

「盲
もう
導
どう
犬
けん
は病

びょう
院
いん
に入

はい
ることができません」と言

い
われました。ヒロさんは盲

もう
導
どう
犬
けん

と病
びょう
院
いん
に入

はい
りたいです。あなたなら、どうしますか。

　クイールは、渡
わた

辺
なべ

さんと生
せい

活
かつ

している盲
もう

導
どう

犬
けん

です。渡
わた

辺
なべ

さんとクイールは、バスで

仕
し

事
ごと

へ行
い

くときも、買
か

い物
もの

へ行
い

くときもいっしょです。渡
わた

辺
なべ

さんは、「クイールは、

ただ道
みち

を教
おし

えるだけではなく、いっしょにいるだけで気
き

持
も

ちを明
あか

るくしてくれる友
とも

だち

です *」と言
い

っています。盲
もう

導
どう

犬
けん

と盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーは、「パートナー」としてともに

支
ささ

え合
あ

っているのです。

　法
ほう

律
りつ

では、盲
もう

導
どう

犬
けん

は、パートナーと施
し

設
せつ

に入
はい

ったり電
でん

車
しゃ

に乗
の

ったりすることができる

と決
き

まっています。しかし日
に

本
ほん

では、盲
もう

導
どう

犬
けん

の「受
う

け入
い

れ拒
きょ

否
ひ

」が大
おお

きな問
もん

題
だい

になって

います。2020年
ねん

の調
ちょう

査
さ

によると、盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーの半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

が、1年
ねん

の間
あいだ

に「受
う

け入
い

れ

拒
きょ

否
ひ

」されました。

　同
おな

じ社
しゃ

会
かい

に生
い

きるすべての人
ひと

が、盲
もう

導
どう

犬
けん

や盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーのことを理
り

解
かい

することが

大
たい

切
せつ

です。盲
もう

導
どう

犬
けん

と盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザー、そして、わたしたちがともに幸
しあわ

せに生
せい

活
かつ

するため

には、どのようなことが必
ひつ

要
よう

でしょうか。

*公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

関
かん

西
さい

盲
もう

導
どう

犬
けん

協
きょう

会
かい

ウェブサイト「盲
もう

導
どう

犬
けん

の一
いっ

生
しょう

」を参
さん

考
こう

に作
さん

成
せい

1	 	渡
わた
辺
なべ
さんは、クイールのことをどのように言

い
っていますか。

2	 	どのような場
ば
所
しょ
で、盲

もう
導
どう
犬
けん
の「受

う
け入

い
れ拒
きょ
否
ひ
」があると思

おも
いますか。

3	 	盲
もう
導
どう
犬
けん
とわたしたちがともに幸

しあわ
せに生

せい
活
かつ
するためには、どのようなことが必

ひつ
要
よう
だと

	 思
おも
いますか。

盲
もう
導
どう
犬
けん
｜ いっしょ［いっしょに］｜ 教

おし
える ｜ 明

あか
るく［明

あか
るい］｜ パートナー

ともに ｜ 支
ささ
え合

あ
う ｜ 法

ほう
律
りつ
｜ 施

し
設
せつ
｜ 受

う
け入

い
れ拒
きょ
否
ひ
｜ 調

ちょう
査
さ
｜ 盲

もう
導
どう
犬
けん
ユーザー

半
はん
分
ぶん
｜ 以

い
上
じょう
｜ 社

しゃ
会
かい
｜ 理

り
解
かい
する ｜ 〜が必

ひつ
要
よう
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【サポートサイト】
https://www.bonjinsha.com/wp/tomomana

［コンテンツ集
しゅう

］

［サポーターの手
て

引
び

き］

【学
まな

び合
あ

いましょう】では、まさに学
まな

び合
あ

いが起
お

きるといいですね。実
じっ

際
さい

にわたしたちの

活
かつ

動
どう

で行
おこな

ったことを紹
しょう

介
かい

します。その日
ひ

の活
かつ

動
どう

は、熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

対
たい

策
さく

と節
せつ

電
でん

がテーマでした。節
せつ

電
でん

の方
ほう

法
ほう

として、定
てい

期
き

的
てき

にエアコンを掃
そう

除
じ

することが挙
あ

げられていました。すると、日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びはじめて間
ま

もない参
さん

加
か

者
しゃ

が「わたしは掃
そう

除
じ

をしたことがあります」と発
はつ

言
げん

しまし

た。日
に

本
ほん

に 20 年
ねん

以
い

上
じょう

住
す

んでいるミャンマー出
しゅっ

身
しん

の参
さん

加
か

者
しゃ

も「わたしもできます」とのこ

と。一
いっ

方
ぽう

で、その日
ひ

の活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

していた大
だい

学
がく

生
せい

たちはだれもエアコン掃
そう

除
じ

をしたことが

ありませんでした。そこで、【学
まな

び合
あ

いましょう】の活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

を急
きゅう

遽
きょ

、変
へん

更
こう

し、教
きょう

室
しつ

のエ

アコン掃
そう

除
じ

を二
ふ た り

人の指
し

導
どう

のもとに行
おこな

ってみることにしました。エアコンもきれいになった

し、みんなも笑
え

顔
がお

になりました。その日
ひ

に学
まな

んだことをすぐに実
じっ

践
せん

できました。わたしは

こうしたことも学
まな

び合
あ

いの一
ひと

つであると考
かんが

えています。ちなみに、わたしもエ

アコン掃
そう

除
じ

をしたことがなかったのですが、帰
き

宅
たく

後
ご

、すぐに掃
そう

除
じ

してみました。

まつお一口メモ
ひとくち

サポートサイトについて

この教
きょう

材
ざい

にはサポートサイトがあります。参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

に向
む

けた「コンテンツ集
しゅう

」と主
おも

にサポー

ターに向
む

けた「サポーターの手
て

引
び

き」が配
はい

信
しん

されています。コンテンツ集
しゅう

では、各
かく

ユニットで扱
あつか

われているテーマや話
わ

題
だい

に対
たい

する理
り

解
かい

を深
ふか

め、活
かつ

動
どう

を広
ひろ

げるために参
さん

考
こう

になる資
し

料
りょう

が紹
しょう

介
かい

されて

います。サポーターの手
て

引
び

きでは、活
かつ

動
どう

の進
すす

め方
かた

が詳
くわ

しく説
せつ

明
めい

されています。また、活
かつ

動
どう

を活
かっ

性
せい

化
か

させるための資
し

料
りょう

も紹
しょう

介
かい

されています。
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　今
き ょ う

日のふり返
かえ

り�
「今

き ょ う
日のふり返

かえ
り」では、活

かつ
動
どう

全
ぜん

体
たい

のふり返
かえ

り

を行
おこな

います。参
さん

加
か

者
しゃ

ひとりひとりが今
き ょ う

日の活
かつ

動
どう

で

学
まな

んだことや気
き

づいたこと、楽
たの

しかったことなど

を自
じ

由
ゆう

に話
はな

しましょう。短
みじか

くてもいいので、自
じ

分
ぶん

のことばで伝
つた

えましょう。話
はな

している人
ひと

以
い

外
がい

は聴
き

くことを大
たい

切
せつ

にしましょう。

毎
まい

回
かい

の「今
き ょ う

日のふり返
かえ

り」をサポーターが記
き

録
ろく

することで、後
ご

日
じつ

全
ぜん

員
いん

の学
まな

びをふり返
かえ

ることもで

きると思
おも

います。

サポーターのひとこと

◦�初
はじ

めて参
さん

加
か

した頃
ころ

は「今
きょ う

日はありがとうございました。」の一
ひと

言
こと

のみだった B

さん。何
なん

度
ど

も活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

し、Bさん自
じ

身
しん

が自
じ

信
しん

をつけたこと、周
まわ

りが Bさんの

ことばを「聴
き

く」姿
し

勢
せい

をもったことで、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちや学
まな

んだことをゆっくり

でも自
じ

分
ぶん

のことばで話
はな

してくれるようになりました。

参加者のひとこと
  さ

んかしゃ

◦�教
きょう

室
しつ

が終
お

わったあとも、活
かつ

動
どう

で学
まな

んだことを考
かんが

えています。友
とも

だちに話
はな

すこと

もあります。

　語
ご

彙
い

リスト�
語
ご

彙
い

リストには、「今
き ょ う

日のことば」やその回
かい

の活
かつ

動
どう

に出
で

てきた単
たん

語
ご

が記
き

載
さい

されています。対
たい

訳
やく

は、ビルマ語
ご
（ミャンマー語

ご
）、ベトナム

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、英
えい

語
ご

の 4 言
げん

語
ご

です。参
さん

加
か

者
しゃ

に合
あ

わせて、活
かつ

動
どう

の中
なか

で参
さん

考
こう

にしてください。

2 3

今
きょう
日の活

かつ
動
どう
は、どうでしたか。

一
ひとり
人ずつ、自

じ
由
ゆう
に、感

かん
じたこと、考

かんが
えたことを話

はな
してください。

1	 	町
まち
の絵

え
を見

み
て、考

かんが
えましょう。

	 ①	町
まち
で困

こま
っている人

ひと
を見

み
つけましょう。

	 ②	どのようなことに困
こま
っているか、考

かんが
えましょう。

	 ③	あなたはこの町
まち
を歩

ある
いています。あなたなら、どうしますか。考

かんが
えてみましょう。

2	 	こんなとき、あなたはどうしますか。それはどうしてですか。理
り
由
ゆう
も話
はな
しましょう。

あなたの友
とも
だちのヒロさんは、盲

もう
導
どう
犬
けん
ユーザーです。ある日

ひ
、あなたはヒロ

さんと食
しょく
事
じ
をしていました。するとヒロさんは急

きゅう
にお腹

なか
が痛

いた
くなってしまいま

した。あなたは、ヒロさんと盲
もう
導
どう
犬
けん
と病

びょう
院
いん
へ行

い
きました。しかし、病

びょう
院
いん
の受
うけ
付
つけ
で、

「盲
もう
導
どう
犬
けん
は病

びょう
院
いん
に入

はい
ることができません」と言

い
われました。ヒロさんは盲

もう
導
どう
犬
けん

と病
びょう
院
いん
に入

はい
りたいです。あなたなら、どうしますか。

　クイールは、渡
わた

辺
なべ

さんと生
せい

活
かつ

している盲
もう

導
どう

犬
けん

です。渡
わた

辺
なべ

さんとクイールは、バスで

仕
し

事
ごと

へ行
い

くときも、買
か

い物
もの

へ行
い

くときもいっしょです。渡
わた

辺
なべ

さんは、「クイールは、

ただ道
みち

を教
おし

えるだけではなく、いっしょにいるだけで気
き

持
も

ちを明
あか

るくしてくれる友
とも

だち

です *」と言
い

っています。盲
もう

導
どう

犬
けん

と盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーは、「パートナー」としてともに

支
ささ

え合
あ

っているのです。

　法
ほう

律
りつ

では、盲
もう

導
どう

犬
けん

は、パートナーと施
し

設
せつ

に入
はい

ったり電
でん

車
しゃ

に乗
の

ったりすることができる

と決
き

まっています。しかし日
に

本
ほん

では、盲
もう

導
どう

犬
けん

の「受
う

け入
い

れ拒
きょ

否
ひ

」が大
おお

きな問
もん

題
だい

になって

います。2020年
ねん

の調
ちょう

査
さ

によると、盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーの半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

が、1年
ねん

の間
あいだ

に「受
う

け入
い

れ

拒
きょ

否
ひ

」されました。

　同
おな

じ社
しゃ

会
かい

に生
い

きるすべての人
ひと

が、盲
もう

導
どう

犬
けん

や盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザーのことを理
り

解
かい

することが

大
たい

切
せつ

です。盲
もう

導
どう

犬
けん

と盲
もう

導
どう

犬
けん

ユーザー、そして、わたしたちがともに幸
しあわ

せに生
せい

活
かつ

するため

には、どのようなことが必
ひつ

要
よう

でしょうか。

*公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

関
かん

西
さい

盲
もう

導
どう

犬
けん

協
きょう

会
かい

ウェブサイト「盲
もう

導
どう

犬
けん

の一
いっ

生
しょう

」を参
さん

考
こう

に作
さん

成
せい

1	 	渡
わた
辺
なべ
さんは、クイールのことをどのように言

い
っていますか。

2	 	どのような場
ば
所
しょ
で、盲

もう
導
どう
犬
けん
の「受

う
け入

い
れ拒
きょ
否
ひ
」があると思

おも
いますか。

3	 	盲
もう
導
どう
犬
けん
とわたしたちがともに幸

しあわ
せに生

せい
活
かつ
するためには、どのようなことが必

ひつ
要
よう
だと

	 思
おも
いますか。

盲
もう
導
どう
犬
けん
｜ いっしょ［いっしょに］｜ 教

おし
える ｜ 明

あか
るく［明

あか
るい］｜ パートナー

ともに ｜ 支
ささ
え合

あ
う ｜ 法

ほう
律
りつ
｜ 施

し
設
せつ
｜ 受

う
け入

い
れ拒
きょ
否
ひ
｜ 調

ちょう
査
さ
｜ 盲

もう
導
どう
犬
けん
ユーザー

半
はん
分
ぶん
｜ 以

い
上
じょう
｜ 社

しゃ
会
かい
｜ 理

り
解
かい
する ｜ 〜が必

ひつ
要
よう

4

日本語 မြ�န်�်ာ Tiếng Việt 中文 English

1 飼
か
う own

2 盲
もう
導
どう
犬
けん

guide dog

3 点
てん
字
じ

Braille

4 視
し
覚
かく
障
しょう
害
がい

visual impairment

5 いっしょ

［いっしょに］

with

6 教
おし
える teach

7 明
あか
るく［明

あか
るい］ brighten

8 パートナー partner

9 ともに together

10 支
ささ
え合

あ
う support each 

other

11 法
ほう
律
りつ

law

12 施
し
設
せつ

institution

13 受
う
け入

い
れ拒
きょ
否
ひ

refusal to accept

14 調
ちょう
査
さ

survey

15 盲
もう
導
どう
犬
けん
ユーザー guide dog users

16 半
はん
分
ぶん

half

17 以
い
上
じょう

more than

18 社
しゃ
会
かい

society

19 理
り
解
かい
する understand

20 〜が必
ひつ
要
よう

necessary

21 困
こま
る in need

22 受
うけ
付
つけ

reception

語
ご

彙
い

リスト


